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TICOは保健医療・農村開発などの分野で、アフリカ・アジアで支援活動を行っている国際協力
NPO法人です。
地球規模の問題に苦しむ人たちの自立支援を共同作業により実施し、そこで学んだ経験と知識を
地域の人々とわかち合い、私たち自身のライフスタイルを振り返るとともに、地域の精神文化の昂
揚に寄与することを目的としています。
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   TICO 季刊ニュースレター No.26     2011年7月号

ザンビア
モンボシ地区にて

農村地域での安全な妊
娠・出産のための環境づ
くりが着々と進んでいま
す。

☞p.3

カンボジア
医師の日本招へい

プノンペン市保健局の医
師2名を徳島等へ招へい
し、医療研修を実施しま
した。

☞p.6

ザンビア
建設ラッシュ!

お産を待つ家、ナースの
家、ンコンジェ・コミュ
ニティスクールの現在の
様子をお伝えします。

☞p.4-5

緒方貞子氏
来訪！

JICA理事長の緒方貞子氏
が、TICO事務局／さく
ら診療所を訪れました！

☞p.2

新しい研修医制度「国際総
合医研修コース」創設に向
けて

TICO 代表　吉田　修

国際保健医療に興味を持ち、将来途上国で
働きたいと思っている医学生は大勢いる。
実際、毎年多くの学生がTICO合宿に参加
し、ザンビアを訪問している。しかし、卒
業後の専門医志向の研修コース（初期研修
2年、後期研修3年）に乗り、その後の
キャリアを考えると学生時代の志を忘れて
しまいがちである。その上に、国際保健医
療を実践できる職場や仕事も非常に限られ
ており、志があってもチャンスは少ない。

一方で、地方の公立病院の医師不足は深刻
である。地域医療は崩壊の危機にある。徳
島県も状況は同じで、県立病院が立ち行か
なくなりつつある。

そこで私が理事長を務めているさくら診療
所では、徳島県やTICO等と提携して、国
際保健医療を志す医師に新しい研修制度を
提供し、全国から情熱のある医師を徳島に
集める計画を進めている。

幸い国際保健医療を目指す医師は、総合医
志向が強い。途上国で役立つためには何で
もできる医師になりたいと思っている。こ
れは日本の地域医療の担い手としても非常
に有用である。

現在想定している研修内容はこうだ。「国
際総合医研修コース」と銘打って、後期研
修3年のうち、2年目の研修をザンビアで
受けるようにする。TICOの活動地域であ
るチボンボ郡で、100床ほどの郡立病院や
村の診療所での臨床、地域での保健活動、
公衆衛生学的な活動、行政、HIV/AIDS対
策、マラリア対策など、学ぶことは山ほど
ある。

さくら診療所としては、すでにホームペー
ジ上で募集を行っているが、徳島県との連
携を模索中である。実現の可能性は非常に
高いと感じている。徳島県はすでに研修終
了後の医師に対しては、3年契約すればそ
の内の1年を有給で、任意の研修・研究に
充てることができる雇用制度を持っている
（※）。この制度を利用して「国際総合医
研修コース」終了後も、ぜひ指導的立場で
途上国の医療に貢献してほしい。

全国に先駆けて、徳島県を国際貢献と地域
医療をエネルギッシュに行う優秀な医師が

どんどん集まるホットスポットにしたい。
そして、病気だけでなく人間を、あるいは
地域全体を、地球全体のことを、診ること
ができる医師を育成していきたい。

※徳島県の「とくしま医師バンク」制度に
よる「ドクターバンク医師（任期付県職
員）」のこと。医師免許を取得後、5年以
上を経過した者が対象。任期3年目の1年
間を、国内外での研修・研究期間とするこ
とができ、県職員としての給与以外に200
万円までの研修・研究経費を県が負担す
る。

徳島
TICOユース復活!

活動を再開したT ICO
ユースからメッセージが
届いています。

☞p.7

よしだ・おさむ：自称兼業農家（外科医）
徳島県出身。アフリカをはじめ世界各国にて国際医療支
援活動を実施。現在吉野川市山川町のさくら診療所で地
域医療を実践しながら、代表としてTICOを運営。
写真は3月21日～4月1日にかけて実施した東北被災地
支援の報告会(4月3日開催)の様子。
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TICOについて言及する時、さくら診療所の存在は欠かせません。
国際協力のみで生計を維持していくことは、大変難しいという現
状を受け、海外支援に行く医療関係者たちが安心して日本に戻っ
てこられる拠点を作りたいと、1999年にTICO代表の吉田が地元
に開業したのが「さくら診療所」です。

さくら診療所に勤める医師は、交替で海外支援へ出かけ、地域医
療と国際協力を両立させています。また現在、7名の青年海外協力
隊出身者が勤務しており、さくら診療所は「国際協力を志す者が
集い、互いに支える場」として機能しています。TICO事務局に専

任スタッフが置かれ
るまでは、診療所ス
タッフの有志が、団
体の運営や国内事業
をサポートしてきま
した。

一方で、さくら診療
所は地域医療の拠点
として、24時間診療

（救急搬送の受入）、最新の検査機器の設置、カルテ開示、入院
設備、デイケア、リハビリ施設の完備、在宅医療への対応、質の
高いスタッフの配置を行い、田舎でも充実した医療が受けられる
体制を整えています。

また、TICOと共に持続可能な循環型社会を目指し、環境問題にも
積極的に取り組んでいます。診療所の各施設は、徳島産のスギを
用いて建てられており、診療所の農園で採れる有機農産物を入院
患者さん等に提供しています。残飯は堆肥処理され、再び農園へ
還ります。その他にも二酸化炭素（CO2）削減のため、太陽光発
電 、 薪 ス ト ー
ブ、ペレットス
トーブ（Face to 
Face21号参照）
を導入していま
す。

TICOとさくら診
療所は車の両輪
なのです。

JICA理事長 緒方貞子氏 来訪
5月19日、元国連難民高等弁務官で国際協力機構（JICA）理事
長の緒方貞子氏が、JICA四国視察の一環としてTICO事務局と
TICO代表の吉
田が営むさく
ら診療所を訪
問しました。

訪問先として
選ばれた主な
理由は、TICO
及びさくら診
療所では、青
年海外協力隊
（JICA事業）
出身者が多く
活躍している
こと。（　）

当日は、TICO代表でさくら診療
所の理事長である吉田と、TICO事
務局長／さくら診（写真上部へ　 ）

療所の福士（共に青年海外協力隊出身）が応対。助成制度をよ
り使いやすくしてほしい、といったJICAへの要望を伝える一方

で、吉田を始
めとするさ
くら診療所
の医師等が
交代でTICO
の海外事業
地に赴き、
国際協力と
地域医療を
両立させて
いることを
ご説明しま
した。

まさかこの
ような日が
来 る と は
思ってもみ
ませんでし
たが、これ
を励みに、
一同、気持ち

を新たにして頑張りたいと思います。今後ともご指導ご協力ほ
ど、よろしくお願いいたします。

地域医療と
国際協力の両立

?TICOとさくら診療所の関係

→

→
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自転車救急車 始動！
ヘルスポストまで徒歩で4~5時間かかる村
もたくさんあるモンボシでは、村からヘル
スポストまでの患者さんや妊婦さんの搬送
手段が大きな課題でした。

これまでは牛車や自転車、時には車を有料
で借りたり、歩いて来たり。中には、「借
りようと思っていた牛車が使用中だっ
た」、「自転車を運転する人がいなかっ
た」、「お金がなかった」等の理由で交通
手段を確保できず、ヘルスポストに来るこ
とを諦めてしまう人もいました。

そんな状況を少しでも改善すべく、患者搬
送用に『自転車救急車』を導入しました。

TICOからの1台に加え、他NGOから2台が
寄贈され、計３台の『自転車救急車』がモ
ンボシに到着し、3か所に配置されまし
た。

今後、妊婦さんや患者さんの足として活
用、必要としている多くの人の役に立ち、
ヘルスポストへのアクセス向上に貢献する
ことが期待されています。

サブSMAGメンバー158名養成！

今年1月、『安全なお産支援グループ（以
下、SMAG; Safe Motherhood Action 
Group）』メンバー34名を養成しました。
あれから数カ月。それぞれの村で村長はじ

め住民と話をし、活動への理解を得た後、
『サブSMAGメンバー』の養成を行いまし
た。『サブSMAGメンバー』とは、1月に
養成されたSMAGメンバーから、SMAGと
して活動するために必要な研修を受けたボ
ランティアたちで、今後SMAGメンバーと
一緒に村を回り、家庭訪問をしながら健康
教育・啓発活動を行っていきます。

自転車救急車　始動！

酒井 浩子（保健医療専門家）

チボンボ郡 地域住民が支える安全な妊娠/出産事業

2010年10月から始まった、ザンビ
ア・チボンボ郡モンボシにて安全な妊
娠・出産のための環境づくりを目標と
したプロジェクト。JICA（国際協力機
構）から「草の根技術協力事業」とし
て委託を受けています。

自転車救急車の使用法をデモンストレーションする
ＳＭＡＧメンバー

自転車救急車の使用法を説明するＳＭＡＧメンバー

乳幼児健診時に家族計画について話すSMAGメンバー
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ザンビアでの建築、

お産を待つ家

JICA草の根技術協力事業として、モンボシ地域で安全な妊
娠出産のための環境づくりを目標としたプロジェクトを行
なっています。前項でもご紹介した「安全なお産支援グ
ループ(SMAG; Safe Motherhood Action Group)の活動と
共にこのプロジェクトを支えるのが、現在建設中の“お産を
待つ家”です。

モンボシではヘルスポストまでの距離が遠いなど様々な理
由から自宅分娩を選択される妊婦さんが多くいます。そう
いった遠隔地に住む妊婦さんも施設分娩ができるように、
陣痛前から宿泊・待機できる施設がこのお産を待つ家で
す。

5月に着工したこの工事、まずは屋根と骨組みを立ち上げ
た後、基礎工事までが完了しました。モンボシのお母さん
達がここで出産ができる日まで、どうぞ応援よろしくお願
いします。（お産を待つ家はJICA助成対象外です。）

モンボシのヘルスポストは毎日
大忙し。看護師のムクンバさ
んとボランティアで働く住民
保健ボランティアさん達が息

つく暇もなく患者さん達の対応に走り回っています。お産を
待つ家が出来ればヘルスポストに来る患者さんがもっと増え
ることになるので、それに対応するため、モンボシのヘルス
ポストには看護師がもう一人派遣される予定です。

とはいえ、政府保健局から農村部に看護師を派遣してもらう
ためには看護師が住む家を用意する必要があります。そこで
TICOはコミュニティーと協議し、ヘルスポストの目の前に
建っている何年も使われていなかった建物を改修工事して
ナースの家を建設することにしました。すでにある建物を再
利用することにより、建築費用も節約できます。痛んでいた
壁を取り壊し、新しいレンガと屋根を取り付け、新しい間取
りに合わせた床や壁も出来上がっています。

このナースの家には、TICOがモンボシで活動する際に利用で
きるオフィスも併設されています。

ナースの家

ヘルスポストの診療圏内に在住する妊娠適齢期の女性の人口は、推定で4,400人。当地の多くの女性は16歳で学校を卒業後、
間もなく結婚し、こどもをもうけ始めます。その後、40歳代までの間に平均8.8回の妊娠出産を経験します。
ザンビアのお母さんと赤ちゃんの命を守る大切な“お産を待つ家”、そして十分な妊産婦ケアを提供するために増員される看護師
を迎える家（”ナースの家”）の建設は、みなさんの会費、寄付に支えられています。温かいご支援をお願いします。

※寄付先を妊産婦ケアとご指定下さい。
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モンボシ中心地から約8キロ北東にあるンコンジェ村では公益
社団法人セカンドハンドからの資金協力を頂き、ンコンジェ・
コミュニティースクールの建設事業が進んでいます。

ンコンジェ・コミュニティースクールには、1年生から7年生ま
で500人以上の生徒が在籍していますが、現在は茅葺きの小さ
な3教室しかないために、子供たちは狭い教室にすし詰め状態
で勉強する他ありません。また、天井が低いため、室内の気温
と湿度は非常に高く、窓ガラスの無い窓からは砂埃が舞い込ん
できてしまいます。

子どもたちによりよい環境で勉強してほしいと願う村人達が手

作りで建ててい
るこの学校、コ
ミュニティーの
メンバーが自分
た ち で 焼 い て
作ったブロック
で基礎を作り、
村人から選ばれた大工さんが手作りのレンガで校舎の壁を作っ
ていきます。

1月から4月にかけて続いた農繁期である雨期の間は、村人達が
自分たちの畑の世話に追われてしまい工事がなかなか進まない

こともありましたが、工事はペースを
取り戻し、今では1棟目の校舎の外観
はほぼ完成、2棟目の校舎は壁が半分
ほど完成しています。

ンコンジェの村人みんなで建てた新し
い校舎で、子ども達が勉強できる日は
もうすぐです！

ンコンジェ・コミュニティースクール

黑田晶子（業務調整員）続々進行中！！

建築中の校舎

窓枠をはめる作業員

この度、3年間のザンビア事務所での業務
を終了し、離任することとなりました。

主としてJICAよりご支援いただいておりま
したモンボシでのプライマリーヘルスケア
プロジェクトの業務調整に携わり、ヘルス
ポストの開所及びその後の円滑な運営支援
を行いました。また、2年目からは在外事

務所代表という形で、ザンビアにて実施している農業案件、農村
開発ローン案件等、全てのプロジェクトの業務調整と総括をしつ
つ、財務及び人事管理を含む事務所運営全般を行ってまいりまし
た。

長いようで、あっという間の3年でした。月並みな言い方で恐縮で
すが、自分の人生において、ザンビアという国がこれほど大きな
位置を占めることになるとは、予想もしておりませんでした。学
んだことも、チョモランマより高く、マリアナ海溝よりも深いも
のでした。自分の部屋で蛇を見つけたらどうするか。ヘルスポス
トの引渡式の際、お菓子はどのブランドにするべきなのか。村か
ら帰りついて、足にダニが付いていた場合、どうやって引っぺが

すか…等々。間違いなく今後の
私の人生に役に立つ（はず）の
経験と学びばかりであったよう
な気が…します。…たぶん。
……きっと。

微力ながら、これまで関わって
きた案件や活動は、一つ一つ丁
寧に実施してきたつもりです。
私自身は、TICOザンビア事務
所を離れますが、今後も、これ
らの活動へのご支持・ご支援を
引き続きいただければ本当にありがたいなと感じております。

最後になりましたが、事務局の関係者皆様、ザンビアで直接一緒
にお仕事をさせていただいた方々はもちろん、ザンビアを訪問し
てくださった方々、また、お会いすることはなかったものの、
TICO支援者として様々な角度から支えてくださった皆様に、この
場をお借りして、改めてお礼を申し上げたいと存じます。ありが
とうございました。

離任の
ご挨拶

吉田純（事務所長）
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5月に今年度の事業の柱であるカンボジ
ア プノンペン市医師の日本招へい及び研
修を行いましたのでご報告致します。

TICOのカンボジアでの事業は、今年か
ら日本国内での支援に切り替えていま
す。今回はその柱の１つであるカンボジ
ア国医療従事者の日本招へいと研修を行
いました。この事業は、従来からカンボ
ジアでのプロジェクトを連携して行って
いる高松市の公益社団法人セカンドハン
ドと共同で実施しました。

5月19日から6月3日の間、カンボジア プ
ノンペン市保健局に所属する2人の医師
を香川と徳島に招へいし、香川県立中央
病院、高松市消防局、それにさくら診療
所で医療研修を行い、セカンドハンドの
国際協力のための支援活動をみてもらい
ました。

今回招へいしたのは、プノンペン市の公
的救急医療の一翼を担っているプノンペ
ン市民病院ICU（集中治療室）のヘン・
ロン医師（写真上の奥左）とプノンペン
市保健局救急隊のリーダーのトリー・プ
ロス医師（写真上の奥右）の2人です。

事業開始当初からのカウンターパートで
あるプノンペン市西部保健局のイム・
ソーチャット局長が招へいに尽力してく
れました。2人とも熱心に研修に取り組
み、たくさんの質問をしているのが印象
的でした。

TICOの吉田代表が理事長を務めるさく
ら診療所では3日間にわたって、救急症
例をシミュレーションしての対応訓練を
行いました。

さくら診療所職員の他、地元の西消防署
の救急隊も一緒になって、模擬患者を相
手に実際の診療さながらの実地訓練を
行っていきました。緊張性気胸、ショッ
ク、気道閉塞等の数分で患者生命の危機
に陥る傷病に対処する自信を深めてくれ
たようでした。

研修の最後には発表、意見交換も行ない
ました。カンボジアの医療事情を我々も
知ることができ、今後の課題を共有する
ことができました。

過去3年間、香川県がJICA草の根技術協
力事業（地域提案型）で同様の研修事業
を行っており、その研修生が現在はそれ
ぞれの所属医療機関のリーダーとして活
躍しています。この事業も同様の効果が
大いに期待されます。今後もしばらくこ
の形での支援を継続していきます。

※次回のカンボジア医師受入れは９月中
旬を予定しています。

渡部 豪（保健医療専門家）

カンボジア/プノンペン市医師の日本招へい及び研修
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T I C O  C A M B O D I A

2007年に発足したTICOユース。メンバーが卒業等で入れ替わる
中で活動が徐々に下火となり、3年ほど前から活動休止状態が続
いていました。しかし、昨年からTICOの国内活動を自主的に手
伝ってきた学生が中心となり、この度TICOユースを復活させまし
た。

この度、TICOユースの活動を再開することとなりました！徳島で
学生生活を送る私達に、TICOは世界の現状と向き合う素晴らしい
きっかけを与えてくれました。国内外での活動実績を持つTICOの
もとで、世界を身近に感じながら、国際協力について学び、実際
に行動する機会が得られることをとても嬉しく思っています。

TICOユースの活動を再開して以来、TICO主催のイベントへの参
加やボランティア活動、また、チテンゲと呼ばれるザンビアの布
を使った小物作りの協力者探しを中心に活動してきました。チテ

ンゲを使った
小物をチャ
リティーバ
ザーで販売す
ることもで
き、自分た
ちの活動の
成果を少しず
つですが実
感し始めた
ところです。

最近では徳
島大学の学
祭 へ の 出
展、独自の
勉強会開催
等、学生の
力でできる
ことも増え
て き ま し
た。それと
同時に、徳
島には国際
協力に興味を
持つ学生がもっと沢山いるのでは、自分の思いを共有できる仲間
との出会いの場が少ないのでは、とも感じています。

そこで、TICOユースを通じて学生同士の繋がりを作り、国際協力
への理解を深める機会を共有しながら、TICOと共にこれから活動

を広げていきたいと
思っております。どう
ぞよろしくお願い致し
ます。

TICOユースの活動に
興味を持たれた方は
tico.youth@gmail.com
（TICOユース）まで！

TICOユース活動再開!!
T I C O

大橋瑞紀（TICOユース代表）

▲自主勉強会にて

主にブログと年次報告書で進捗状況をご報
告して来たポチェントン病院前道路の整備
（2010年12月完工）ですが、その功績に
対し、プノンペン市長より感謝状を頂きま
した。

道路が舗装されたことにより、通行中の振
動が減少し、妊婦さんやケガを負っている
方にとっては負担が軽くなりました。また
救急車の出動がより早く、よりスムーズに
なりました。

将来、道路が破損したり修繕が必要となっ
た際にカンボジアの人々が「自分たちで修
繕しよう！」と思ってもらえるよう、
TICOだけでなく、プノンペン市西部保健
局、ポチェントン病院、近隣住民の方と費
用を分担して実施してきた道路整備。

これからもしっかりと西部保健局が道路の
管理を行っていくことを強く望みます。

プノンペン市長より感謝状をいただきました！

▲五月祭（徳島大学）にて

舗装前

舗装後
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TICOへの入会方法
会員となって資金面からもTICOの活動をサポートしてくださる方を募集
しています。会員の方には、TICOニュースレター “Face to Face” を毎号
お送りいたします。

年会費
賛助会員 個人　¥12,000
  学生　  ¥6,000
  団体　¥15,000
正会員  ¥12,000
※通常は賛助会員でのご入会をお願いしています。総会での議決権を持
つ正会員を希望される方は事前にご連絡下さい。

入会ご希望の方は、年会費を郵便振替にてお支払い下さい。郵便局備え付
けの振替用紙で、次の口座へお願いいたします。

口座番号 01640-6-37649
加入者名 TICO

ご住所・ご氏名・お電話番号の他に、Eメールアドレスもお持ちでしたら
通信欄にお書き添え下さい。
なお、ゆうちょ銀行自動引き落とし、クレジットカード払いも可能です。
詳しくはホームページをご覧になるか、下記までお問い合わせ下さい。

TICOニュースレター  Face to Face  第２6号
2011年7月発行 発行人：吉田　修
  編　集：瀬戸口　千佳

特定非営利活動法人 TICO 事務局
〒779-3403　徳島県吉野川市山川町前川120-4
電話／ファクス：0883-42-2271
メール：info@tico.or.jp   /   ウェブサイト：www.tico.or.jp

事務局長

福士庸二のつぶやき

大学で話す機会があった。学生が書いた感想や意見
を読むと、「支援」や「援助」という言葉が多数み
られた。この日、わたしは国際協力について話した
つもりで支援や援助という言葉を極力使わないよう
にしたが、話し下手でうまく伝わらなかったのだろ
うと反省している。

支援と協力は違うはず。援助と協力も違う。先進国
に生まれた私たちは、開発途上の現場では、ついつ
い上から目線になりがちだ。常に同じ目線でいるこ
とを心がけたい。

人類は宇宙船地球号の乗員であることを忘れてはな
らない。双方向の関係があってこそ未来があると信
じている。

T I C O

『支援か援助か協力か』

ご支援ありがとうございました
TICOの国際協力活動は、皆様からの寄付金や会費によって支えられています。温かいご支援をお待ちし
ております。
寄付をいただいた方(書き損じはがき等含む)
木村秀樹、佐藤晃、村上亜由子、田淵規子、馬場
節子、河村、藤原トシ子、日浅芳一、秋月良子、
高木クニ子、田中頼子、新野和枝、佐藤千春、野
呂純一、安本カチエ、今心㈱、中村あずさ、唐住
洲子、酒巻栄子、秋月益子、松田俊太郎、TICO
サポートクラブ、河合純子、今関英子、わらびの
会、中田隆人、デンソーはあとふる基金、(有)
チップスフーズ、吉田修、匿名4

新たに入会された方
八木正江、佐藤寧子、鈴木葉子、入倉眞佐子、山
本秀樹、竹下みどり

会員を更新された方
岡真澄、竹下豊、三木野博之、あきのまりこ、池
北國子、垣原宏治、庄司孝志、須藤榮子、西泉伸
也・多衣子、萩森健治、畑和子、宮本健太、井内
一志、真子多恵、大瀧知津枝、町田美佳、田所幸
枝、尾崎富美子、新野和枝、ダスキン川島 池北
靖、長野修身、梯真由美、大脇甲哉、唐住洲子、
田淵元樹、中村あずさ、濱田直文、原田恵子、山
田絵美、佐治朝子、古川彩香、中野貴志、特定非
営利活動法人ＡＭＤＡ 菅波茂、森里美、玉腰大
悟、松田俊太郎、大島、原田栄枝、古賀明子、
（有）チップスフーズ、黒田晶子、庄田多江、瀬
戸口千佳

2011年3月22日～2011年6月30日分
順不同、敬称略

TICOへのご寄付の方法
郵便振替 ̶ 01640-6-37649（加入者名）TICO
銀行振込 ̶ 四国銀行　山川支店（店番号344）
　　　　　　普通 0199692
　　　　　　特定非営利活動法人TICO 
　　　　　　　　代表理事 吉田修
　　　　　　カナ入力の場合は、トクヒ）テイコ
募金箱 ̶ さくら診療所（徳島県吉野川市）に
　　　　常設しています。
インターネット  ̶ TICOウェブサイトのバナー広
告をクリックして、そこからお買い物していただ
くと、代金の一部が寄付されます。詳しくはホー
ムページをご覧下さい。

やり
たい
こと

でき
るこ
と

支
援
す
る
側

支
援
を
受
け
る
側

成果

してほしいこと

できること

▲支援者が「やりたいこと」「できるこ
と」と、被支援者が「してほしいこと」
「できること」が重なったとき、国際協力
活動の成果は生まれる。

＜お詫び＞

＊Face to Face25号での
寄付・新規入会・会員更
新者の記載対象期間およ
び「お産を待つ家募金総
額」の計上対象期間に誤
りがありました。「～
3/22まで」となっており
ましたが、正しくは「～
3/21まで」です。謹んで
お詫び申し上げます。

＊東北被災地支援へご協
力いただいた方のお名前
をFace to Faceに記載す
ることは控えさせていた
だいております。なにとぞ
ご理解賜りますようお願
い申し上げます。


